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上関まちづくり新聞 

わいわいタイムス 
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
お
正
月
は
、
穏
や
か
な
お
天
気
で

し
た
ね
。
帰
省
さ
れ
た
皆 

さ
ん
と
も
、
和
や
か
に
過 

ご
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

松
の
内
の
最
後
の
日
に
当
た
る
１
月
７
日

は
、
「
七
草
」
。
皆
さ
ん
、
七
草
粥
を
食
べ

ら
れ
ま
し
た
か
？ 

七
草
粥
の
由
来
は
、
古
代
中
国
に
て
、
五

節
句
の
１
つ
で
あ
る
「
人
日(

じ
ん
じ
つ)

の

節
句
（
１
月
７
日
）
」
に
、
７
種
類
の
野
菜

を
入
れ
た
汁
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
無
病
息

災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
る
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
し
た
。
人
日
と
は
、
古
代
中
国
の
占
い
か

ら
き
て
い
る
風
習
で
、
元
日
か
ら
の
日
々
に
、

動
物
を
あ
て
は
め
て
占
う
と
い
う
も
の
。 
元

日
を
鶏
、
２
日
は
狗(

い
ぬ)

、
３
日
は
羊
、

４
日
は
猪
、
５
日
は
牛
、
６
日
は
馬
、
７
日

は
人
、
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
人
日
は

７
日
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
。
古

代
中
国
で
は
、
そ
の
日
に
あ
て
は
ま
る
動
物

は
殺
し
た
り
せ
ず
に
、
大
切
に
す
る
と
い
う

風
習
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
風
習
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
の

は
、
７
世
紀
後
半
～
８
世
紀
後
半
頃
。
「
万

葉
集
」
の
時
代
で
し
た
。
日
本
の
古
い
書
物

に
、
「
正
月
７
日
に
七
草
粥
を
食
べ
れ
ば
万

病
な
く
邪
気
も
払
え
る
」
と
い
う
よ
う
な
記

述
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

七
草
粥
の
習
慣
は
、
最
初
、
宮
中
行
事
と

し
て
、
皇
族
や
貴
族
の
間
だ
け
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
一
般
庶
民

に
も
広
く
知
れ
渡
り
、
普
及
し
て
い
き
ま
し

た
。
昔
は
、
ま
だ
科
学
も
発
達
し
て
お
ら
ず
、

～ みんなの力で上関町をもっと元気にしよう！ ～ 

自然菓子工房  欧 舌 

お お し た 

〒742-1511  

熊毛郡田布施町下田布施 874 番地 
TEL 0820-52-2038 FAX 0820-52-2538 

メール okashi@oh-shita.com  

ホームページ http://www.oh-shita.com/ 

営業時間 10:00～19:00 定休日 日曜日 

自然菓子工房 欧舌 

誰もが安心して食べられるおいしいお菓子を 
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わいわい掲示板 

◆「川口健治絵画展」のお知らせ 
 

八島出身の画家、故・川口健治さんの絵画展が開催

されます。今年は、山口県内各地の木造校舎を描いた

作品を中心に展示が企画されています。 

ぜひご鑑賞下さい。 
 
【日時】1 月 23 日（土）・24 日（日） 

9:00～16:00 

【会場】上関町総合文化センター（室津） 

【入場料】無料 

【主催】上関町・上関町教育委員会 

（TEL 0820-62-1460） 
 

◎川口健治さんの作品集 

『想い出の木造校舎』 

（藤本印刷出版、3000 円＋税） 

山口県内 576 校の木造校 

舎の絵画と校歌が掲載され 

ています。 

※全国の書店、道の駅上関 

海峡、民宿くにひろにて販 

売中です！ 

「
七
草
粥
」
の
由
来
と
効
能 

 
 

 

「わいわいタイムス」 
定期購読者募集！ 

 

上関町外にお住まいで「わいわい

タイムス」を購読希望の方は、 

年間購読料 2000 円（送料込）で

受け付けています。 
  
◎お申し込みは 

わいわいタイムス編集部まで 

電話 090-8069-5066（國弘） 

 

 

〒742-1401 上関町祝島 
携帯電話 090-1332-4897 
メール：minsyuku@iwaishima.jp 

http://iwaishima.jp/minsyuku/ 

 

はっぴーあいらんど 祝島 

民宿くにひろ 
１泊２食 7000 円 

素泊り  4000 円 
祝島 

七
草
の
栄
養
成
分
な
ど
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
わ
け
で
す
が
、
当
時
の
人
た
ち
は
「
七
草

粥
」
を
食
べ
て
、
無
病
息
災
の
効
果
や
効
能
を

実
感
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

七
草
粥
の
具
材
と
な
る
「
春
の
七
草
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
意
味
と
主
な
効
果
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

 

◆
芹
（
せ
り
）
「
競
り
勝
つ
」 

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
が
豊
富
。
解
熱
、

健
胃
、
整
腸
、
利
尿
、
血
圧
降
下
な
ど
の
作
用

が
あ
り
、
胃
の
調
子
を
整
え
、
食
欲
増
進
の
効

果
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

◆
薺
（
な
ず
な
）
「
撫
で
て
汚
れ
を
除
く
」 

利
尿
、
解
毒
、
止
血
の
作
用
が
あ
り
、
高
血

圧
の
改
善
、
胃
腸
障
害
や
肝
機
能
の
回
復
、
む

く
み
に
も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 
 

◆
御
形
（
ご
ぎ
ょ
う
）
＝
母
子
草 

「
仏
様
の
体
」 

気
管
支
炎
や
咳
き
止
め
、
痰
切
り
の
効
果
が

あ
り
、
の
ど
の
痛
み
も
や
わ
ら
げ
ま
す
。 

◆
繁
縷
（
は
こ
べ
ら
）
＝
は
こ
べ 

「
繁
栄
が
は
び
こ
る
」 

利
尿
作
用
が
あ
り
、
腹
痛
、
胃
炎
、
歯
槽
膿

漏
に
も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

◆
仏
の
座
（
ほ
と
け
の
ざ
）
「
仏
様
の
安
座
」 

健
胃
、
解
熱
、
解
毒
の
作
用
が
あ
り
、
食
欲

増
進
、
歯
痛
に
も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

◆
菘
（
す
ず
な
）
＝
蕪
（
か
ぶ
） 

「
神
を
呼
ぶ
鈴
」 

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
Ｋ
が
豊
富
。

胃
腸
を
整
え
、
消
化
を
促
進
し
、
し
み
・
そ
ば

か
す
を
消
す
美
肌
効
果
、
し
も
や
け
に
も
効
果

が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

◆
蘿
蔔
・
清
白
（
す
ず
し
ろ
）
＝
大
根 

「
汚
れ
の
な
い
清
白
」 

消
化
促
進
、
利
尿
の
作
用
が
あ
り
、
胃
や
肝

機
能
の
回
復
、
風
邪
予
防
や
美
肌
効
果
に
優
れ

て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
・
・
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

謹賀新年 ◆     ◆ 


